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日
本
人
の
災
害
観

　

９
月
１
日「
防
災
の
日
」は
、
98
年
前
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
に
由
来
す
る
。
故
廣
井
脩
東
京
大
学

大
学
院
教
授
は
、
日
本
人
の
持
つ
独
特
の
災
害
観

「
天て
ん
け
ん譴
論
」「
運
命
論
」「
精
神
論
」を
挙
げ
て
い
る
。
天

譴
論
と
は
、
災
害
は
人
間
の
力
を
超
越
し
た
天
な
い

し
自
然
の
意
志
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
見
な
す
考
え
方

で
あ
り
、
運
命
論
と
は
災
害
に
遭
遇
し
て
生
き
る
か

死
ぬ
か
は
そ
の
人
の
運
命
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る

と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。
精
神
論
で
は
、
災
害
を
科

学
的
に
考
え
る
よ
り
も
心
構
え
を
強
調
し
、
最
終
的

に
は
神
仏
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
観
は
、
人
知
を
尽
く
し
て
防
災
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
災
害
を
防
ぐ
と
い
う
真し
ん
し摯

な
努
力
を
、
放
棄
な
い
し
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
関
東
大
震
災
の
災
害
教
訓

を
改
め
て
考
え
た
い
。

関
東
地
震
の
実
像
と
建
物
被
害

　

関
東
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
関
東
地
震
は
、
東

京
で
の
火
災
被
害
が
あ
ま
り
に
大
き
か
っ
た
こ
と

で
、
東
京
の
地
震
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
震
源
域

は
相
模
湾
で
、
神
奈
川
県
か
ら
千
葉
県
南
部
を
中
心

に
震
度
７
や
６
強
の
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
広
が
り
は
、
１
９
９
５
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震

の
実
に
10
倍
以
上
に
達
す
る
。

　

関
東
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
10
万 

５
０
０
０
人
で
、
わ
が
国
の
自
然
災
害
史
上
最
悪
で

あ
る
。
火
災
に
よ
る
死
者
が
約
９
万
２
０
０
０
人
と

圧
倒
的
に
多
い
が
、
強
い
揺
れ
で
住
宅
の
下
敷
き
に

な
っ
た
死
者
数
も
約
１
万
１
０
０
０
人
と
非
常
に
多

い
。
こ
の
数
は
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
直
接
の
死

者
数
約
５
５
０
０
人
を
大
き
く
上
回
る
。

　

住
家
全ぜ
ん
か
い潰
※

で
の
死
者
数
は
、
神
奈
川
県
が
そ
の

約
半
分
を
占
め
、
東
京
府
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
横
浜
市

の
住
家
全
潰
棟
数
は
約
１
万
６
０
０
０
棟
と
、
東
京

市
の
１
万
２
０
０
０
棟
を
超
え
る
。
当
時
の
横
浜
市

は
人
口
約
42
万
人
で
、
東
京
市
の
約
２
２
０
万
人
に

比
べ
１
／
５
の
規
模
の
都
市
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
で
あ
る
。

　

建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
者
を
な
く
す
に
は
、
建
物

の
耐
震
化
に
尽
き
る
。
特
に
、
１
９
８
１
年
以
前
の

旧
耐
震
の
木
造
建
物
は
極
め
て
耐
震
性
が
低
い
た

め
、
早
急
に
耐
震
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

火
災
被
害

　

火
災
の
発
生
場
所
は
、
横
浜
市
の
全
潰
率
の
高
い

地
域
に
集
中
し
約
２
９
０
カ
所
に
及
ぶ
。
こ
の
数

は
、
東
京
市
の
２
倍
以
上
で
、
密
度
に
す
る
と
数
倍

以
上
と
な
る
。
こ
れ
は
、
建
物
の
全
潰
率
と
火
災
の

発
生
率
と
は
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
当
時
も
こ
の
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
て
、
早
く

も
１
９
２
４
年
の
市
街
地
建
築
物
法
（
１
９
１
９
年

公
布
、
１
９
２
０
年
施
行
）
改
正
に
お
い
て
、
わ
が

国
初
の
耐
震
基
準
が
規
定
さ
れ
、
今
日
の
建
築
基
準

法
の
基
と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
大
規
模
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
も
建
物

の
耐
震
化
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
地
震
防
災

の
１
丁
目
１
番
地
な
の
で
あ
る
。

　

横
浜
市
で
、
多
く
の
人
々
の
命
を
救
っ
た
の
が
横

浜
公
園
で
あ
る
。
周
囲
で
住
宅
の
全
潰
率
や
出
火
点

密
度
が
高
か
っ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
避
難
者
が

着
の
身
着
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
家
財
道
具
を
避
難
地

に
運
び
込
む
余
裕
が
な
か
っ
た
の
が
幸
い
し
た
。

　

一
方
、
東
京
本
所
の
陸
軍
被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠
跡
地
（
現
在
、

関
東
大
震
災
の
教
訓
を
改
め
て
考
え
る

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授　
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東
京
都
慰
霊
堂
の
敷
地
）
で
、
火
災
旋
風
に
よ
っ
て

４
万
人
余
り
も
の
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

は
避
難
民
と
家
財
道
具
で
す
し
詰
め
状
況
に
な
っ
て

い
た
。
避
難
時
に
多
く
の
家
財
道
具
を
運
ぶ
こ
と
は
、

迅
速
な
避
難
行
動
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
か
、
延
焼

火
災
に
燃
え
草
を
供
給
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在

な
ら
ば
、
自
動
車
避
難
へ
の
大
き
な
警
鐘
だ
。

土
砂
災
害

　

関
東
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
は
、
中
山
間
地
に
限

ら
ず
、
三
浦
半
島
や
房
総
半
島
な
ど
の
広
い
範
囲
で

発
生
し
、
横
浜
、
横
須
賀
、
鎌
倉
な
ど
に
も
被
害
が

及
ん
で
い
る
。

　

地
震
に
よ
り
各
所
で
崩
壊
し
た
土
砂
は
渓
流
を
せ

き
止
め
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
で
は
地
震
発
生

か
ら
２
週
間
後
の
９
月
12
〜
15
日
の
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
土
砂
が
土
石
流
と
な
っ
て
大
き

な
被
害
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年
の
１
月
15
日

に
発
生
し
た
丹
沢
の
余
震
に
よ
っ
て
も
さ
ら
に
崩
壊

が
促
進
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
の
多
く
が
、
現
在
は
宅
地
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
一
度
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
過

去
の
災
害
履
歴
、
さ
ら
に
は
、
熱
海
市
で
土
石
流
を

も
た
ら
し
た
盛
り
土
な
ど
の
リ
ス
ク
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
十
分
な
安
全
対
策
や
早
め
の
避
難
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
。

津
波
災
害

　

関
東
地
震
の
津
波
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
死
者
は
２
０
０
〜
３
０
０
人
に
上
り
、
１
９
９
３

年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
（
死
者
・
行
方
不
明
者

２
３
０
人
）に
匹
敵
す
る
か
上
回
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

早
い
と
こ
ろ
で
は
地
震
後
５
分
程
度
で
津
波
が
襲
来

し
、
相
模
湾
や
伊
豆
半
島
東
岸
で
大
き
な
被
害
を
出

し
た
。

　

小
田
原
市
根
府
川
地
区
の
海
岸
部
で
は
、
５
分
後

に
高
さ
５
〜
６
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
白
糸
川
河

口
付
近
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
約
20
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
60
年
後
の
１
９
８
３
年
の
日

本
海
中
部
地
震
に
よ
り
、
秋
田
県
男お

が鹿
市
加か

も
あ
お
さ

茂
青
砂

地
区
で
、
合
川
南
小
学
校
児
童
13
人
が
津
波
の
犠
牲

に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

そ
の
中
で
、
伊
豆
半
島
の
宇
佐
美
や
下
田
で
は

１
７
０
３
年
の
元げ
ん
ろ
く禄

地
震
や
１
８
５
４
年
の
安
政
東

海
地
震
の
津
波
経
験
が
生
か
さ
れ
、
地
震
直
後
の
適

切
な
避
難
行
動
に
よ
っ
て
人
的
被
害
は
最
小
限
に
食

い
止
め
ら
れ
た
。

　

日
本
で
は
、
海
溝
型
の
地
震
、
津
波
は
必
ず
発
生

す
る
。
命
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
伝
承
を
語
り
継

ぎ
、
防
災
教
育
を
し
っ
か
り
と
続
け
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。

関
東
大
震
災
の
教
訓
を 

総
合
的
に
考
え
た
い

　

関
東
大
震
災
は
、
東
京
の
火
災
死
者
が
膨
大
過
ぎ

る
た
め
、
建
物
被
害
・
土
砂
災
害
・
津
波
被
害
が
隠

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

人
は
多
く
の
こ
と
を
同
時
に
考
え
た
り
覚
え
た
り

す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
単
純
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
事
な
点
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

し
か
し
「
関
東
大
震
災
＝
東
京
の
大
火
災
＝
地
震
だ

火
を
消
せ
」
と
い
う
単
一
の
教
訓
で
は
、
到
底
語
り

つ
く
せ
な
い
大
災
害
だ
。

　

９
月
１
日
は
、
大
地
震
に
対
し
て
は
大
き
な
揺
れ

や
火
災
対
策
と
し
て
の
耐
震
化
、
地
震
後
の
津
波
、

土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
、
そ
し
て
避
難
生
活
で
の
支

え
あ
い
、
都
市
の
復
旧
復
興
ま
で
の
教
訓
を
総
合
的

に
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】

武
村
雅
之
「
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
関
東
大
震
災

－

揺
れ
と

津
波
に
よ
る
被
害

－

」　
広
報「
ぼ
う
さ
い
」（
No.‌

39
）２
０
０
７
年
５
月

※
文
中
の「
全
潰
」表
記
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
参
考
文
献
の
表
現
に
合
わ
せ
、「
全
潰
」と
記
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
住
家
被
害
を
表
す
時
に
「
潰
」
の
字
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ

ず
、「
全
壊
」、「
半
壊
」と
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

関
東
地
震
に
よ
る
木
造
住
家
の
被
害
モ
ー
ド
は「
壊
れ
る
」と
い
う
よ
り

「
潰
れ
る
」状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
…（
中
略
）建
物
の
構
造
的

な
被
害
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
歴
代
の
地
震
災
害
と
基
準
を
揃
え

る
に
は
、
過
去
の
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る「
全
潰
」、「
半
潰
」の

用
語
で
表
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。

（
内
閣
府
中
央
防
災
会
議　

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
書

（
平
成
18
年
７
月
）「
１
９
２
３　

関
東
大
震
災　

報
告
書　

第
１
編
」よ
り
）

Risk Management

鍵屋　一（かぎやはじめ）
1956年秋田県男鹿市生まれ。早稲田大学法
学部卒業。板橋区防災課長、板橋福祉事務
所長、福祉部長、危機管理担当部長（兼務）、
議会事務局長等を経て2015年3月退職。京
都大学博士（情報学）。2015年4月跡見学園
女子大学観光コミュニティ学部教授。法政大
学大学院・名古屋大学大学院兼任講師。内
閣府「高齢者等の避難に関するサブワーキング
グループ座長」など政府委員。内閣府地域活
性化伝道師、（一社）福祉防災コミュニティ協
会代表理事など。著書に『図解よくわかる自治
体の地域防災・危機管理のしくみ』『ひな型で作
る福祉防災計画』など

筆者プロフィール


